
【業務実施方針】　

出勤時
モバイル
ロッカー

執務
デスク

執務
デスク以外

モバイル
ロッカーロッカー

業務時 帰宅時
ロッカー

打合せ

取り出し

全体説明 イメージ化 ｸ゙ ﾙー ﾌ゚ 追求

模型等で
具体共有

全体像を
共有

小グルー
プで追求

ワークスタイル（事務職員の場合）

レベル
Ⅲ

レベルⅡ

レベルⅠ

特定テーマの
ワークショップ 

市民参加

パブコメ
・共有会

意見募集

SNS
市民説明会

情報発信

参加の広さ

参
加
の
深
さ

現地調査・ヒアリング

職種ごとの課題を整理

ICT活⽤⾯積効率 ZEB・BCP

追
求

追
求

サ
ポ
ー
ト

チ
ェ
ッ
ク

環境を育てる
シンプル庁舎 機械設備

協力
パートナー

管理
技術者

ランド
スケープ

電気
設備

建築
（構造）

建築
（意匠）

事業継続する
「ノンダウン」設備

市民を『守る』
免震構造 つながりを育てる庁舎

ともに育てる
八千代市庁舎

安心を育てる
さくらひろば

働き方
DX推進

市民 関係団体
関係機関

生涯パートナーとして維持
管理の情報提供

営繕室
類似庁舎事例のフィードバック
品質・コストチーム

計画の見える化、
環境性能の検証

BIM・シミュレーションチーム

雨水計画・コスト・維持管理で
チェック

ランドスケープ

コスト・性能・安全性・設備調整で
チェック

免震設計

独自のコストデータベースで
市況を踏まえたコスト管理

コスト管理

議会

追求

追求

追求

追求

追求

重点管理チーム重点管理チーム重点管理チーム

支援チーム支援チーム支援チーム

設計チーム設計チーム設計チーム

八千代市

0.0
‘18

（H30）
‘19

（H31）
‘20
（R2）

‘21
（R3）

‘22
（R4）

50.0

100.0

150.0

200.0

‘18
（H30）

‘19
（H31）

‘20
（R2）

‘21
（R3）

‘22
（R4）

22,000

20,000

18,000

16,000

14,000

135.0

130.0

125.0

120.0

115.0

（指数）（指数） （円）

65.5
91.2
91.4
101.4
131.5
134.8
157.2
179.4
180.2
198.7

18,632
19,392

20,214 20,409
21,084

※建設資材の急上昇
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庁舎づくりは、まちづくりです。
次の50年は、八千代市が誕生した55年前から現在までの変化を大
きく超えていきます。予測不可能な時代における新しい行政サービ
スの拠点は、市民そして行政の皆様と「ともに育てる」柔軟な庁舎
でありたいと思います。
庁舎はシンプルに、主役は市民と行政の皆様。これまで様々な議論
を重ねてきた想いに耳を傾け、対話を重ねて八千代市がひとつにな
る庁舎をつくります。

職員ワークショップで、
未来のワークスタイルを整理

特に重視する設計上の配慮事項 その他取り組み事項

取組み体制・設計チームの特徴

Administrator
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資料１



【企画提案書】＜テーマ１＞八千代市庁舎基本設計のコンセプトについて　
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【企画提案書】＜テーマ２＞八千代市庁舎整備基本計画の趣旨を踏まえた八千代市に相応しい庁舎について

2階窓口からも さくらひろば を楽しめる

大庇・室内天井の木材で
温かみあるみんなのリビング

大庇下で市民がつながる「やちよリビング」

スタンディングカウンター

円形のワンストップ窓口 室内外をつなぐ全開放型建具わかりやすい色分けサイン

2階テラス

多目的室

2階窓口

大庇

窓口

テラス

おむつ交換

更衣室

会議室更衣室

親子交流スペース

授乳

電話交換/

医務室

エントランス

EVホール

風除室

多目的スペース

臨時受付記載台
待合

コワーキング
スペース 待合

▼セキュリティライン
▼セキュリティライン

 ( 会議室)

職業相談室

厨房 食堂

中央監視室

委託控

印刷/郵便

情報コーナー

守衛 控室

下足

外部足洗
スペース

厨房
搬出入

倉庫

会計窓口
窓口エリア

執務エリア

窓口エリア

執務エリア

委員会1 委員会2

SE作業室
サーバ室

機械室

正副議長室

議会事務局議場廊下

更衣

傍聴ロビー 車いす席

倉庫

組合

応接

応接議員控室×7室

図書

文書庫

文書庫 監査室

記者室

応接 ▼

▲

▲

▲

倉庫

執行部

議場

市長室市長公室副市長室

秘書課
前室 更衣・WC

無線

設計室

災害対策本部

倉庫 倉庫

会議室文書庫

休憩室

更衣/SW/浴室

打合せ打合せ 作業台 作業台

↔↔

↔ ↔

↔ ↔ ↔↔↔

▼

▼

▼
▼

▼ ↔↔↔

　4階平面図

傍聴ロビーはEVホール
に面し、議会事務局での
受付がしやすい位置

傍聴席には親子席・車
いす席を設置

会議室としても利用可
能な監査室

議会事務局は正副議長
室に隣接し、直接入れる
出入口を設置

議会部門と庁舎エリア
を明確に分離したセキュ
リティ区画

委員会室は約200㎡の大講堂と
しても利用可能、市民エリアからも
利用しやすい両面動線

議長入口・議員入
口は分離して設置

文書庫は将来居
室としての転用も
可能な仕様設定

企画部・広報広聴課/情報管理課/総務部・庁舎総合整備課　
財務部・契約課/工事検査室/経済環境部・商工観光課
/観光推進室　議会事務局/監査委員事務局

　3階平面図

5m

災害時には対策
本部のバック部門
となる会議室

カウンター間
5m

カウンター
間有効は5m程度と
し、待合の他、打
合せ・簡易作業ス
ペースとしても利
用可能

市長室には複数
の出入口を設置

現業部門に近接し
て畳休憩室・更衣・シ
ャワー・浴室を設置

市長部局に近接して災害対策
本部を設置、通常時は70㎡程度の大
会議室として分割利用

都市整備部・都市計画課/まちづくり推進室
建築指導課/開発指導課/公園緑地課
経済環境部・環境保全課/農政課/環境政策室
クリーン推進課/農業委員会事務局

企画部・秘書課/企画経営課/シティプロモーション課
総務部・総務課・法務課/危機管理/財務部・財政課/
資産管理課/都市整備部・土木管理課/土木建設課/土木維持課

2階平面図

屋上テラスに
面して親子交流
スペースを設
置、職員も見守
りやすい位置

親子交流スペ
ースに隣接して
授乳室・おむつ
交換スペース

各階に２箇所
の多目的WC、
オストメ イトや
ベビーシート等
を設置

キッズコ
ーナー付帯の
相談ブース

屋上テラスには庇を設
け、雨天時でも利用可能

1階から案内しやす
く、雰囲気が連続する
吹抜け空間

執務室側にも入口
を設け、小打合せにも
利用しやすい相談室

庁内外の打合せ、
在宅相談にも対応可能
なリモートブース

12～24人程度の会
議にも分割利用できる
会議室

執務室内に集密書
家を設置、キャビネッ
ト組み込み型としセキ
ュリティを確保

財務部・市民税課/資産税課/納税課/債権管理室
健康福祉部・生活支援課　こども部・子育て支援課
/子ども保育課/子ども福祉課/子ども相談センター
総務部・職員課/コミュニティ推進課/消費生活センター

さくらひろば

1階平面図

至新
川大
橋

新川
大橋
通り

至成
田街
道

ハミングロードから連
続した歩行者アプローチ

会議・市民活動・期日前投
票・接種会場など、多目的に
利用可能(一体利用時約450㎡) 休日・夜間

利用にも対応し
たセキュリティ
ライン

確定申告などの繁
忙期には臨時受付の
設営が可能

アプローチ周りに
は大庇を設け、屋外
空間も有効活用

ついたて付き
の相談カウンタ

既存切下げ位置と
同様の車両出入口

屋内外との一体
利用が可能なフル
オープン建具

窓口やエレベー
タ、2階への階段が
ひと目で見渡せる
アプローチ

足洗い・下
足スペースは
屋外から直接
出入り可能

駐車場からアクセ
スしやすく、夜間出
入口としても利用

来庁者も使える
オンライン端末

1・2階の部署
特性に応じ、女子
WCを拡大・充実

総務部・戸籍住民課
健康福祉部・健康福祉課/福祉総合相談室/長寿支援課/
地域包括支援センター/障がい者支援課/国保年金課
会計課/選挙管理員会事務局

パウダー
コーナー

収納
姿見

HCWC
PS

ベビーシート

オストメイト

ベビーキープ付き
大きめブース

スタンディング会会会会 グググ

直径1.8m
展開スペース

議場 議会 連携がしやすい
配置

防災広場が
見やすい

災害対策本部・
市長室・会議室

さくら
ひろば

大人数が集まる防災広場

免震

テーマ２ー１：市民の安心・安全について テーマ２ー３：市民に開かれた庁舎テーマ２ー２：市民サービスの向上について

図 2-2 災害発生後の庁舎対応

図 2-3 災害に備えたバックアップ設備

図 2-4 多目的スペースの利用イメージ 図 2-5 ワンストップ窓口と各種窓口 図 2-6

図 2-7

初動:災害発生時・・・・・・・・・被害状況の把握・受け皿
短期:災害発生時̃3日間・・物資の受入や支援者手配

中期:災害発生時̃3ヵ月・・支援・相談
長期:災害発生時̃3年・・・復興

中期 (災害発生後～3ヵ月)

・情報の集約、
   庁舎機能継続

・臨時相談窓口、
  生活相談窓口

・災害車両の
   受け入れ可駐車場

駐車場市庁舎

災害
復興拠点

マンホールトイレ
外部支援車
動線

エントランスホール

マンホール
トイレ

緊急汚水槽
に接続

さくらひろば

避難

避難

初動(災害発生時)

駐車場

駐車場市庁舎
・庁舎機能を維持できる強
靭な構造
・防災処点として災害後も
市庁舎機能を維持

  災害発生時に市民が集ま
れる広場

周辺住宅、成田街道の寺社をモチーフとした
「家型」のデザイン

木に包みこまれる、市民に開かれる議場

経
過

ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
確
保

空調
汚水
便器洗浄水
飲用水
電源

災害発生時
発生直後

初動期
発生後～3日

展開期 安定期 復旧期
3日～1週間 1～2週間 2週～3ヶ月

油＋ガス混焼非常用ディーゼル発電機（7日分）
水源確保（7日分）＜受水槽＞
水源確保（7日分）＜受水槽・ピット＞

給水車で補給
完全復旧

給水車で補給
復旧
復旧
汚水搬出緊急時汚水貯留槽（15日分）

空調（重要エリアのみ）継続運転（非常用発電機 稼働時）
遮断

小小 中中 大大スペース利用スペース利用 スペース利用スペース利用 スペース利用スペース利用
さくらひろば さくらひろば さくらひろば

食堂 多目的 食堂 多目的 食堂 多目的
待合 待合 待合

▶多目的

打ち合わせ会議に
応じて可変可能
・打ち合わせ
    スペース
・行政業務  等

▶多目的
    +待合（食堂）

中規模イベント、
待合スペースの拡張
・展示イベント
・選挙スペース  等

▶多目的
　+待合
    +さくらひろば
大規模イベント
・マルシェ
・フリーマケット  
　等

駅からの来庁者

駐車場からの来庁者

ワンストップ窓口

他拠点の手続きが
できるリモートブース

相談窓口相談窓口

ICT窓口ICT窓口

ワンストップ
窓口

図 2-1 災害に備えた断面計画

N



【企画提案書】＜テーマ２＞八千代市庁舎整備基本計画の趣旨を踏まえた八千代市に相応しい庁舎について

21℃

27℃

森

川ハイレゾ自然音 緑地の温度分布17℃

舗装の温度分布31℃以上

インテリアの木質化

内外の緑の充実天井ルーバー間の吸音材床放射空調

床放射空調

北側採光

ハイサイドライト

30℃

13℃

雨水貯留槽

中間期
（春・秋）

ライトシェルフ

日よけ庇

メンテナンス
一次避難バルコニー
OAフロア
冷温水式床放射冷暖房

ブラインド

30°

夏至
68°

市域をのぞむ

さくらひろばをのぞむ

: ZEB・地球温暖化の低減（省エネ・省CO2）
: 市民・職員の健康の向上健

環

太陽光発電パネル45kW
1~2F執務エリアの照明電力相互
屋根面へ日影の形成

環
換気塔（階段室）
南北の卓越風を利用

環

居住域空調
高天井空間を効率よく空調

環

空冷チラーを緑化による日陰・散水
真夏のピークカットで効率向上

環

断熱強化・Low-eガラス
熱負荷低減→空調エネルギー削減

環ライトシェルフ庇
自然光△直射光90%▼

環健

内外連続した木等の自然素材環健

環 LED照明（昼光・調光制御）
グレアの少ない照明健

フルオープン建具健

よどみがない
エアフロー
感染症対策に寄与

環健

床放射空調
身体に優しく、居住域を空調

環健

緑地・保水栓舗装による蒸散・自然冷却
歩行空間の涼をつくりヒートアイランド防止

環健心が安らぐハイレゾ音源
待ち時間のストレス緩和

環健免震クールピット
地中熱で外気を自然冷却
-5℃の実績効果

環 デシカント外調機（機械室）
温湿度を効率よく調整

環

CO2センサー外気量制御環

眺望を活かした
インフォーマル打合せスペース

健

EV車カーポート
将来太陽光パネル増設

健

緑陰＋東屋健

さくらひろば

議員控

議場

執務室

執務室

執務室

免震クールピット

窓口 待合
多目的スペース

大庇

メンテナンス・スペース

木ルーバー
植栽

テーマ２ー４：人や環境にやさしい庁舎

テーマ２ー５：効率的・機能的で経済性に優れた庁舎

LCC削減手法 削減率
〇修繕・改修コストの削減
・躯体の長寿命化
・フレキシブルな建築計画・設備計画
・熱源機器・受変電の屋上化による更新しやすさ
・ディーゼルエンジン発電機への見直し
〇維持管理費の削減
・廊下やホールには清掃しやすい素材
・主設備のBEMSへの状態表示により、予防保全
〇光熱水費の削減
・熱負荷低減：東西コア、南面の日射抑制、外皮強化
・自然エネルギー活用：採光・通風・地中熱、太陽光
・設備の高効率化：チラー日陰・潜熱顕熱分離型
　CO2センサー、調光センサー、節水器具
LCC削減率 -26%

-45%

-26%

-44%

削減率

-45%

光熱水費削減手法

高効率熱源システム デシカント外調機
熱源最適制御 LED照明
緑陰 節水器具
外気量制御 CO2センサー
調光センサー BEMS　　　　　等

-31%

設備の高効率化

屋上・外構の緑化 クール＆ヒートトレンチ
風の塔（重力換気） 太陽光発電
ライトシェルフ

等
-10%

自然エネルギーの有効活用

高断熱Low-Eガラス 東西の日射抑制
ライトシェルフ 大庇　　　　　等

-4%
熱負荷の抑制

標準
庁舎

提案
庁舎

設計・新営

0（％）
＊評価周期は 100 年とする。 LCC[ 千円 /( ㎡・年 )]

20 40 60 80 100

修繕 改修 維持管理光熱水費

26％
削減

年間光熱⽔費
標準庁舎

延床面積当たり
約33,250円/㎡

今回提案
延床面積当たり
約18,300円/㎡

45％
削減
45％
削減
45％
削減

初期
概算

建設費
減額分

ZEB・
省エネ
増額分

建築 電気 空調

補助金
（1/2）

衛生

電気 空調 衛生

電気

電気

空調 衛生

空調 衛生

昇降 建設費内訳

61.5億円

57.4億円

61.4億円

約59.4億円

建築

ZEB・省エネ化に必要な初期費用（約4.0億）ZEB・省エネ化に必要な初期費用（約4.0億）

建築
12100㎡ 

x 474千円/m²

12100㎡ 
x 508千円/m²-7.0％

+7.0％

-3.5％

建築

補助金
活用案

昇降

空調 換気 照明 運用修繕・管理ほか建設衛生 EV

一次エネルギー消費[MJ/㎡年] LCCO2[kg-CO2/㎡]
基 準

躯 体 の 長 寿 命 化
東西南北の開き方（負荷低減・日射制御）
断熱強化・Low - eガラス
免震クールピット 外気予冷
デシカント外調機・全熱交換器
高COP空冷チラー、緑陰・散水で効率向上
インバーター変流量・変風量制御
OA床放射空調（冷温水）
C O 2センサー外気制御

L E D 照 明
昼光・在室・スケジュール制御
節 水・節 湯 器 具
給 湯 保 温 材 仕 様

木質化・エコマテリアル・エコケーブル

100%

91%
100%

86%
84%
81%
76%
74%
72%
67%
57%
51%
50%
49%
49%

93%
100%

88%
86%
85%
83%
81%
80%
78%
76%
70%
67%
66%
66%
65%

太 陽 光 発 電 設 備 ４ ５ ｋ W46% 63%

建設
7%

運用
13%
運用
13%

管理
2%

運用
12%

解体
1%
運用
2%

空調
（低減）
14%

空調
（自然）
2%

空調
（効率化）
12%

空調
（効率化）
12%

換気
5%
照明
16%

給湯
2%

発電
＋3%

タスクアンビエント・什器照明の導入（ベース照度300Lx以下）
＋１億

＋４億
＋４億

太陽熱利用設備による食堂厨房給湯・暖房利用
空調熱源に年間温度が安定した地中熱利用
太陽光発電パネルを駐車場屋根に500kW（4000㎡）設置

省エネ強化Nearly
ZEB

ZEB
創エネ強化

太陽光発電パネルを更に500kW（計1000kW、8000㎡）設置更に創エネ強化

ドアレス 自動水栓

重点項目 評価点

3.8/5

4.2/5

4.0/5

4.0/5

4.1/5

4.1/5

提　案 重点項目 評価点提　案
南北に開く開口率の高さ
庇によるグレア対策
身体に優しい床放射空調
ドラフトを防ぐ断熱強化
床・天井2面に吸音材
待ち時間に安らぐハイレゾ音

屋内外に自然材を活用
インフォーマルなコミュニケーションの場
階段を登りたくなるサイン
緑陰・東屋で涼のある周遊歩道
南北に開く眺望の良さ・内外の緑
自販機等のアメニティの充実

光

音

空気・熱

空間・内装

リフレッシュ

運動

目が届きやすい目が届きやすい

親子交流
スペース

待合待合
窓口窓口

子供と一緒に
使える相談ブース

子育て関係の
施設の集約キッズテラス

さくらひろば

子育て支援課

1way換気 混雑度表示アプリ

図 3-8 工期・コストの合理性及びフレキシビリティを実現する架構計画

コスト縮減手法 減額率
運搬・施工手間の
少ないスパン

-1.6%

鉄骨総量を削減する
井桁架構

-2.0%

外壁面積の削減 -1.8%
掘削土の敷地内処理
山留オープンカット工法

-0.5%

特殊ガス消火設備の削減 -0.5%
計 -7.0%

省エネ手法 増額率

高耐久
メンテナンスフリー建材

2.7%

Low-Eガラス・高断熱・庇 0.4%

自然通風・採光・雨水利用 0.7%
太陽光発電 0.4%
VAV・節水・BEMS 1.2%
高効率機器・放射空調 1.5%
LED照明・調光制御 0.1%
計 7.0%

建築

設備

ZEBによる
補助金活用

東西コア、整形な構成で
外装費・熱負荷を抑制

コンパクトな平面形で
鉄骨量・免震+杭を削減

建設費減額案 ZEB・省エネによる増額 補助金活用

補助
出資者 事業名 補助率 補助

額上限

国土
交通省

サステナブル
建築物等先導事業
（省CO2先導型）

該当部
の1/2

建設費の
5％

経済
産業省

ネット・ゼロ・
エネルギー・ビル
（ZEB）実証事業

該当部
の2/3

5億円/年
最大
10億円

環境省

先進的省
エネルギー投資

15億円/年
最大
30億円該当部

の1/2促進支援事業費
補助金 詳細条件

指定あり
図 3-10 ＬＣＣ・光熱費削減手法ごとの削減率

図 3-9 コスト縮減及び省エネ手法のコストコントロールと補助金活用提案

図 3-3 環境断面図

図 3-2 

図 3-1 

設備の状態

在室率・使い方

エネルギー使用量

予防保全

使い方調査

最適な運用

BEMS
データ記録

管理

図 3-11 ライフサイクルコスト(LCC)の削減率

図 3-13 年間光熱費の削減

図 3-12 BEMSの導入による運用

シ ▷

▶

図 3-4 感染症対策

図 3-6 子育て機能の集約 

図 3-5 ユニバーサルデザイン

図 3-7 CASBEEウェルネスオフィスの評価点
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新庁舎

上下水道局

多目的棟

公用車　　

福祉
センター

庁舎（別館）

選管倉庫給水車
車庫

P

P

P

G

来庁者用駐車場284台
(うち身障者用6台)

庁舎敷地内公用車 12台

P 公用車 119台

職員用
駐輪 150台

EV充電スタンド

身障者用P

送迎車
バス
検診車

駐輪

公用駐輪

厨房搬出入

さくらテラス

廃棄物
保管庫
受水槽

バ
イ
ク

バ
イ
ク

B

G

G

テーマ３：敷地全体の配置計画及び動線計画について　　　　

テーマ２ー５：効率的・機能的で経済性に優れた庁舎

を追求

保保
受受

駐車場を囲い、安全に歩行で
きる「やちよロード」
❷❸

歩行者を招く「さくらひろば」と
メインエントランス
❶❹

まとまった来庁者用駐車場
（284台）（❷）

来庁者と交わらない職員専
用車両出入口
（❺❻）

緊急時に備えた、公用車用
２方向アプローチ
（❺❻）

1 2

4 5

3

❶歩行者（東葉高速鉄道　八千代中央駅）
一般来庁者

職員・議員

❷自動車・自転車

❸バス

❹歩行者（電車・バス）

❺公用車

❻サービス車両・議員用車両

八千代中央駅からハミングロードを通り、敷地北側に来庁が多い。

北側の新川大橋通り・南側の成田街道から車利用者が来庁。

敷地南東に停留所。近郊５駅はじめ市内137の停留所から来庁。

職員は公共交通（電車・バス）を利用して出勤。歩行者が主。

敷地東側に公用車用駐車場に駐車。敷地内各庁舎へ車寄せ。

新庁舎へのサービス、議場用に車寄せ・駐車。

P

P
P

新川大橋通り

来庁者駐車場
公用車駐車場
市役所前バス停

市役所入口
成田街道

公用車
駐車場

歩行
者

ハミ
ング

ロー
ド

八千代中央駅
休日の
  市民マルシェ

市民花壇 やちよリビング前
   テラス

リモート会議対応
のブースを設置。

会議・集中・
リフレッシュスペース等
で多様な働き方へ

エントランス
ホール

風除室

総合受付

臨時受付

スタンディング

記載台待合 待合
コワーキング
スペース

会計倉庫

会計課

↔ ↔

コンシェルジェ
カウンター

相談

相談

相談

相談

大型モニター
イベントひろば

ワンストップ
相談エリア

セルフ
受付

戸籍倉庫

国保倉庫 文書庫

グループワークや
セミナーイベントに
活用

複数の課にまたがる
市民の相談にワンス
トップ対応

グループフリーアドレス
で業務内容に応じて
柔軟な働き方を実践。

コミュニティバー

イベント
テーブル

ギャラリー
ステップ

コンシェルジェ
カウンター

セルフ
受付

相談

相談

相談

大型モニター

市民交流スペース

対面ならではの
おもてなしを。

交流スペース
が文化・芸術
の発展に貢献。

機能分散によって
執務スペースの合理化、
新しい働き方へ。

ワンストップ
相談エリア
ワンストップ
相談エリア

3.6m 3.6m 3.6m
14.4m

3.6m

駐車台数
上下水道局跡地
庁舎敷地
計
両敷地計
(バス/送迎車除く)

415 台

公用車
119台
12台
131台

来庁者
ー

284台
284台

1F
市民
スペース

執務
執務

2F
3F
4F

1F
市民
スペース執務

執務将来
活用

2F
3F
4F

A

A

B

B

現況プラン 空きスペース ユニバーサルプラン

市の花「バラ」市の花「バラ」 市の木「ツツジ」市の木「ツツジ」ソメイヨシノソメイヨシノ

　 　

ゼロカーボン
広場

将来建替えや新庁舎への統合

別館

福祉C

教育委員会

ソーラーパネルソーラーパネル

水素バス

自然と共生

P

G

B

歩行者

交通動線（凡例）

自動車
（来庁者）

公用車
ゲート

※ｹﾞｰﾄは将来
　設置想定

駐車場

歩行者

3.6m 3.6m

1.2m1.2m1.2m1.2m1.2m1.2m 1.2m1.2m1.2m

0.6m

1.2
m

総面積削減の工夫

基本設計面積※
18,500㎡

今回計画面積
12,100㎡

①

②

③

④
⑤18,000㎡

15,000㎡

12,000㎡

9,000㎡

6,000㎡

3,000㎡

0㎡

共用部
執務室

8520㎡

1500㎡
600㎡
880㎡

7000㎡

3600㎡
630㎡
370㎡

7500㎡

倉庫
会議 教育委員会

※八千代市庁舎建設基本設計書概要版との比較

凡
例

▶

①同規模庁舎の6.5㎡/人をベンチマークに適正化
②共用部比率37%→30％に縮減
　整形な平面＋両端コア＋階数適正化＋設備スペー
　スの屋外化（電気室、発電機室、熱源機械室）
③多様な打合せスペースによる会議室の適正化
④保管書類スペースの集密書架化
⑤教育委員会庁舎(今回対象外)

N
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